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柏市増尾城址公園で見られるきのこ 
 

 

柏市 氏家 文憲 
 

 

増尾城址公園は自宅から約４㎞、車で 15

分の柏市東南部に位置する公園です。名前の

通り、公園の一角には約 500年前の戦国時代

後半の築造形態を示す中世城郭跡が存在しま

す。城跡の由来について詳しいことはわかり

ませんが、小金城（松戸市）を本城とする高

城氏の家臣、平川若狭守の城館であったと推

測されています。自宅から近い場所にあるの

で、県立手賀の丘公園とともに主たる観察場

所に選定し、結構足繁く通っております。公

園内の樹木は、イヌシデ、シラカシ、スダジ

イ、スギを主体に、ウメ、エゴノキ、クヌギ、

クリ、サクラ、ハリギリ、ヒサカキ、モミな

どが交じる針広混交林を形成しております。

特に城址側は自然度が高く、年間を通して

様々なきのこが発生します。下記は 2008年 5

月から2012年10月に至る85回の観察記録を

まとめたものです（小生のブログ「楽山楽水

日記」に各回の観察記録を詳述してあります。

関心のある方は是非ご覧ください）。図鑑の絵

合わせだけで同定したものであり、中には種

名が間違っているものも多々あるかと思いま

すがその場合は御寛恕のほどを。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●観察種 226種以上、50音順、（ ）内は確認月、＊写真参照 

 

あ アイゾメクロイグチ（8 月、9 月）、アイバシロハツ（7 月、9 月）アオミドリタマゴテング

タケ（7 月）、アカキツネガサ（9 月、10 月）、アカヒダワカフサタケ（10 月）、アカヤマタケ

属（6月）、アカヤマドリ＊１（6月、7月、8月、9月、10月）、アシグロタケ（7月）、アシナ

ガイタチタケ（5月）、アシナガタケ（11月）、アシボソノボリリュウタケ（12月）、アセタケ

属不明種（5月、6月、7月、9月、10月）、アマタケ（8月）、アミガサタケ（4月）、アミスギ

タケ（6月）、アラゲキクラゲ（2月、3月、4月、5月、6月、8月、9月、10月、11月、12月）、

アワタケ（6月、7月、8月、9月）、アンズタケ（7月、10月、11月）、アンズタケ属不明種（6
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月、7月、10月、11月）、イグチ属不明種（9月、10月）、イタチタケ（5月、6月、7月、9月、

10月、11月）、イタチナミハタケ（５月、11月）、イヌセンボンタケ（7月、10月）、イロガワ

リ（6月）、イロガワリキヒダタケ（9月）、ウコンハツ（7月）、ウスキテングタケ（7月、9月、

10月）、ウスキモミウラモドキ（9月）、ウスキモリノカサ（6月、7月、10月）、ウチワタケ（7

月），ウラグロニガイグチ（6月、7月）、ウラスジチャワンタケ（5月）、ウラベニガサ（5月、

6月、7月、8月、9月、10月、11月）、エセオリミキ（10月）、エノキタケ＊２（1月、2月、3

月、4月、5月、10月、11月、12月）、オオチャワンタケ（5月）、オオカヤタケ（仮称）（7月、

9月、10月、11月）、オオツエタケ（6月、7月）、オオツルタケ（5月、6月、7月、8月、9

月）、オオホウライタケ（6月、7月、9月、10月）、オオヤシャイグチ（7月、10月）、オキナ

クサハツ（7月、8月、9月）、オシロイタケ（11月）、オニイグチ（7月、9月、10月）、オニ

タケ（9月、10月） 

 

か カイガラタケ（9月、10月）、カヤタケ属（10月）、カラムラサキハツ（3月、4月、5月）、

カレエダタケ（6月、10月、11月）、カレバキツネタケ（6月、7月、9月、10月）、カレバハ

ツ（7月、9月）、カワラタケ（1月、2月、9月、10月）、カワリハツ（7月、9月、10月）、カ

ンゾウタケ（5月、6月）、ガンタケ（6月、7月、9月、10月）、キアミアシイグチ（7月）、キ

クバナイグチ（7月、9月）、キクラゲ（3月、4月、5月、6月）、キシメジ科不明種（5月、7

月）、キショウゲンジ（6月、7月、9月、10月）、キタマゴタケ（5月、7月、9月、10月）、

キチャハツ（5月、6月、7月、10月）、キッコウアワタケ（8月、9月）、キツネタケ（10月）、

キツネノカラカサ（7月、10月）、キツネノタイマツ（7月、10月）、キツネノハナガサ（8月、

9月、10月）、キツネハツ（7月、9月）、キニガイグチ（7月、9月）、キヌハダニセトマヤタ

ケ（6月、7月、10月）、キヒラタケ（11月）、キララタケ（10月）、キリンタケ（7月、10月）、

クサイロハツ（6月、7月、8月、9月、10月）、クサウラベニタケ（6月、7月、10月）、クサ

ハツ（7月、10月）、クサハツモドキ（10月）、クズヒトヨタケ（5月、10月）、クリイロイグ

チ（7月、8月、9月）、クリイロイグチモドキ（7月、8月、9月）、クリカワヤシャイグチ（7

月、9月、10月）、クロコタマゴテングタケ（7月）、クロタマゴテングタケ（7月、8月、9月）、

クロトマヤタケモドキ（5月、6月、7月）、クロニガイグチ（9月）、クロノボリリュウタケ（11

月）、クロハツ（7月、9月、10月）、クロハツモドキ（6月、7月、9月、10月）、クロハナビ

ラタケ（2月、5月、12月）、クロハナビラニカワタケ（2月、3月、4月、5月、11月、12月）、

クロフチシカタケ（5月）、クロホコリタケ（10月）、ケショウハツ（6月、7月、9月、10月）、

ケモノハラタケ（仮称）（9月、10月）、コウジタケ（6月、8月、9月、10月）、コウモリタケ

（7月、9月）、コガネニカワタケ（5月、6月）、コカブイヌシメジ（11月）、コクサウラベニ

タケ（10月）、コゲチャイロガワリ（7月、9月）、コザラミノシメジ（5月、6月、7月）、コ

ショウイグチ（11月）、コタマゴテングタケ（10月、11月）、コテングタケモドキ（7月、8月、

9月、10月、11月）、コトヒラシロテングタケ（9月）、コナカラカサモドキ（10月）、コバヤ

シアセタケ（6月、7月、10月、11月）、コムラサキシメジ（10月） 

 

さ サクラタケ（10月、11月）、ザラエノハラタケ（7月、9月、10月、11月）、ザラエノヒト

ヨタケ（6月、10月）、シラタマタケ（9月）、シロオニタケ（7月、9月、10月）、シロカノシ

タ（10月）、シロキクラゲ（5月、6月）、シロコナカブリ（10月）、シロツルタケ（8月、9月）、

シロテングタケ（7月、10月）、シロニセトマヤタケ（6月、10月、11月）、シロハツ（9月、

10月）、シロハツモドキ（7月、9月）、スエヒロタケ（1月、3月、10月）、スギエダタケ（10

月、11月、12月）、スギカワタケ（3月）、スギタケ属不明種（5月、11月）、スジウチワタケ
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モドキ（5月、6月、7月、8月）、スジオチバタケ（6月）、スッポンタケ（10月）、スミゾメ

ヤマイグチ（5月、6月、7月、8月、9月、10月、11月）、センベイタケ（7月）、センボンイ

チメガサ（10月） 

 

た ダイダイガサ（6月、7月、8月、9月、10月）、タマキクラゲ（3月、5月）、タマゴテング

タケモドキ（6 月、7 月）、タマチョレイタケ（4 月、5 月、6 月、10 月）、チチタケ（6 月、9

月）、チチタケ属不明種（5月、6月、7月、9月、10月、11月）、チャニガイグチ（7月、8月、

9月）、チャヌメリカラカサタケ（9月）、チャヒラタケ属（5月、6月）、ツエタケ（8月、9月、

10月）、ツチイチメガサ（11月）、ツチカブリ（9月）、ツチグリ（10月、12月）、ツチナメコ

（5月、10月、11月）、ツノフノリタケ（5月）、ツバキキンカクチャワンタケ（3月）、ツバナ

シフミヅキタケ（5月、6月、10月、11月）、ツヤウチワタケ（7月、8月）、ツエタケ（6月）、

ツルタケ（7月、8月、9月、10月）、ツルタケダマシ（7月）、テングタケ（5月、6月、7月、

9月、10月、11月）、テングタケダマシ（6月、7月、10月）、テングツルタケ（7月、10月）、

ドウシンタケ（10月）、トガリアミガサタケ（4月）、トキイロヒラタケ（6月）、ドクツルタケ

（7月、8月、9月）、ドクベニタケ（7月） 

 

な ナガエノチャワンタケ（7月、11月）、ナカグロヒガサタケ（8月、9月）、ナカグロモリノ

カサ（5月、6月、7月、9月、10月）、ナヨタケ属不明種（4月、5月）、ナラタケ（5月、10

月、11 月）、ニオイアシナガタケ（11 月）、ニオイコベニタケ（7 月）、ニオイワチチタケ（7

月、9月）、ニガイグチモドキ（7月、8月、9月）、ニガクリタケ（10月、11月）、ニクウスバ

タケ（10月、11月）、ニセクサハツ（6月、7月）、ニセヒメチチタケ（6月、7月、10月、11

月、12月）、ニッケイタケ（7月、10月）、ノウタケ（5月、6月、7月、9月、10月、11月） 

 

は ハイイロイタチタケ（5月、6月、10月、11月）、ハダイロニガシメジ（仮称）（9月、10月）、

ハタケシメジ＊３（5月、6月、10月、11月、12月）、ハタケチャダイゴケ（9月）、ハチノス

タケ（1月、11月）、ハナオチバタケ（6月、7月、9月、10月）、ハナビラニカワタケ（7月）、

ハリガネオチバタケ（10月）、ヒカゲウラベニタケ（7月、9月）、ヒトヨタケ（5月、6月）、

ヒビワレシロハツ（5月、6月、7月、8月、9月、10月、11月）、ヒメアワタケ（6月、7月）、

ヒメウグイスイグチ（9 月）、ヒメカタショウロ（10 月、11 月）、ヒメカンムリツチグリ（12

月）、ヒメキクラゲ（3月、4月）、ヒメコナカブリツルタケ（6月、7月、9月、10月）、ヒメ

ヒガサヒトヨタケ（5月、10月）、ヒラタケ＊４（3月、4月、10月、11月、12月）、ヒロハウ

スズミチチタケ（6月）、ヒロハシデチチタケ（5月、6月、11月）、フウセンタケ科不明種（4

月、10月、11月）、フクロツチガキ（10月）、フクロツルタケ（7月、8月、9月、10月）、フ

ミヅキタケ（5月）、ベニタケ属不明種（4月、5月、6月、7月、8月、9月、10月、11月）、

ベニヒダタケ（6月）、ヘビキノコモドキ（7月、8月、9月、10月）、ホウネンタケ（7月、10

月、11月）、ホコリタケ（3月、5月、6月、10月、11月、12月）、ボタンイボタケ（7月、8

月、9月 10月） 

 

ま マツオウジ（5月、7月、8月）、マントカラカサタケ（9月、10月）、マンネンタケ（7月、

8月、9月）、ミイノモミウラモドキ（9月）、ミイロアイタケ（1月）、ミダレアミタケ（11月）、

ミドリニガイグチ（6月、7月、8月、9月）、ムジナタケ（5月、10月、11月）、ムラサキシメ

ジ（10月、11月、12月）、ムラサキヤマドリタケ＊５（6月、7月、8月、9月、10月）、モミジ

ウロコタケ（11月）、モリノカレバタケ（5月）、モリノカレバタケ属不明種（5月、6月、10月） 
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や ～ わ ヤケアトツムタケ（11月）、ヤケイロタケ（1月、2月、3月、11月、12月）、ヤシャイ

グチ（9 月）、ヤブレベニタケ（7 月、9 月、10 月）、ヤマドリタケモドキ（6 月、7 月、8 月、9

月、10月）、ユキラッパタケ（10月）、ワカフサタケ属不明種（11月）、ワタカラカサタケ（9月） 

 

 

 

写真１ アカヤマドリ（2010年 6月 28日） 

 

 

写真２ エノキタケ（2011年 2月 7日） 

 

 

写真３ ハタケシメジ（2010年 10月 26日） 

 

写真４ ヒラタケ（2011年 10月 7日） 

 

 

 

写真５ ムラサキヤマドリタケ（2012年 10月 10日） 
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